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経営メンバー

桑原憂貴 代表取締役CEO

⼤学時代にマイクロファイナンスを研究。ビジネスを通じた社会課題解決に関⼼を強める。リクルートHRマーケ
ティング（現：リクルート）を経てコンサルティング会社で経済産業省等とソーシャルビジネスの普及促進事業に
取り組んだのち、東⽇本⼤震災をきっかけに陸前⾼⽥市で起業。住⺠とともに集会所のコミュニティビルドに取り
組み、優れたアイデアを世界に広める「TEDx」で「DIT（do it together）」を提唱。2018年に財団を設⽴し、と
もに空間をつくる参加型リノベーション「DITワークショップ」を全国展開したのち、2022年事業譲渡。2023年に
＆PUBLICを共同創業。

⻑友まさ美 代表取締役CHRO

⼈やチーム、地域の可能性を最⼤限に引き出し、共創を⽣み、社会問題の解決を⾏うことに関⼼を持ち、システム
コーチングやファシリテーションの知識と技術を主な⼿法に⼈と組織の課題解決に取り組む。社会的インパクトを
うみだす設計図「ロジックモデル」づくりをきっかけに、「社会とのつながりを取り戻す個⼈」をふやす対話の
ワークショップを全国各地で取り組む。⾼度な理論や緻密な計画だけで未来を創るのではなく、⼀⼈⼀⼈の内なる
熱が未来を惹き寄せるとの想いから、つくられたインパクト戦略に命を吹き込むファシリテーションを実践。
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今⽇のポイント

「社会的インパクト」をざっくり掴んで活⽤の⼀歩をふみだす

私たちがめざすことと
取り組みの紹介

社会的インパクトの
全体像を俯瞰して共有

インパクトの設計図
づくりの体感ワーク

10 min 45 min 60 min
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・多様な社会課題テーマに対する「ロジックモデル」のデータベース機能
・施策の成果（アウトカム）と打ち⼿（アウトプット）、指標の設計機能
・成果を可視化するダッシュボードや報告書になるレポーティング機能

対⾯やオンラインを活⽤した「コンサルティング」や「ワークショップ」 インパクトマネジメントツール「パーパスボード」（開発中）

インパクト測定マネジメント（IMM）の専⾨家や多様な⾮財務指標の知⾒
をもった研究者ネットワークを活かした「コンサルティング」や対話を通
じた「社会的インパクトの「可視化ワークショップ」を企画実施。

事業概要

⺠間事業や⾏政施策の「社会的インパクト」の可視化
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指標の蓄積

研究者との連携により多様なテーマでのインパクト指標を収集

クライアント

⾏政・NPO

・政策のインパクト評価
・SIB /PFSの設計・評価等

企業

・新規事業の指標設計
・事業のインパクト評価等

・ロジックモデルの策定
・インパクトマネジメント等

スタートアップ

①コンサルティング
②ワークショップ
③パーパスボード

対応可能領域

・SIB/PFS

・SROI

・IMM

スキル

テーマ

スポーツ・ヘルスケア・
ソーシャルキャピタル・
地域まちづくり・⼦育て・
就労⽀援・教育・環境・
福祉（介護予防）・防災等

・ファシリ

テーション

研究者
ネットワーク

幅広い知⾒を活かし
必要な機能を提供
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専⾨家ネットワーク

鴨崎貴泰（かもざきよしひろ）

グロービス経営⼤学院卒業（MBA）。環境コンサルティング会社を経て、2009年公益財団法⼈信頼資本財団に設⽴時より参画し、社会起業家に対する無利⼦・無担保
融資事業やNPOのファンドレイジング⽀援事業を⾏う。2014年NPO法⼈⽇本ファンドレイジング協会へ⼊職。2020年4⽉から事務局⻑兼任を解き常務理事専任にとな
り、現在に⾄る。SROI評価やSIB(Social Impact Bond)の⽇本導⼊などに携わる。

⼟岐三輪（ときみわ）

⼤学にて環境問題を専攻。ITコンサルタント、環境・CSRコンサルタントを経て、東⽇本⼤震災を機にNPOに転職。東北⽀援の経済復興事業に従事。その後、３年
間、海外NGOにてバングラデュの農村における⼥性の収⼊創出事業に携わる。帰国後は熊本震災復興⽀援、社会的インパクト投資NPOを経て、2017年6⽉よりSVP東
京の事業統括に就任。社会的インパクト評価イニシアチブの発⾜当初より参加し、⼈材育成および資⾦提供者ワーキンググループメンバーとして関わる。グロービス
経営⼤学院卒業（MBA）／⼀般社団法⼈インパクト・マネジメント・ラボ 共同代表

千葉直紀（ちばなおき）

プログラム評価、発展的評価、社会的インパクト・マネジメント、組織診断等を通した社会的事業の開発・改善、組織のマネジメント⽀援を専⾨とし、NPO/NGO、
⺠間企業、⾏政の評価・マネジメント⽀援や⼈材育成、同分野に関する国内外の調査を広く⾏ってきている。社会的インパクト・マネジメント・イニシアチブ事務
局、⽇本⺠間公益活動連携機構（JANPIA）評価アドバイザー、GSG-IMM（インパクト測定・マネジメント）ワーキンググループ・メンバー、アメリカ評価学会メン
バー、CSOネットワーク 評価事業コーディネーター。中⼩企業診断⼠（経済産業⼤⾂登録）、認定ファンドレイザー（⽇本ファンドレイジング協会）。

⽔⾕⾐⾥（みずたにえり）

⼤学院卒業後、⼤⼿シンクタンク（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社）にて、政策⽴案やコンサルティングに従事。同社では、⺠間公益活動の基盤強化
に関する調査研究や、企業の社会貢献活動、CSR/CSVの実現に向けたコンサルティングに従事。専⾨分野は、ソーシャルファイナンス・社会的インパクト投資・コ
ミュニティ投資といったソーシャルセクターの資⾦還流や、ソーシャルアントレプレナー（社会起業家）等の育成⽀援、ソーシャルビジネスの経営⽀援等。内閣府社
会的インパクト評価ワーキンググループ委員 他。
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今⽇のポイント

「社会的インパクト」をざっくり掴んで活⽤の⼀歩をふみだす

私たちがめざすことと
取り組みの紹介

社会的インパクトの
全体像を俯瞰して共有

インパクトの設計図
づくりの体感ワーク

10 min 45 min 60 min
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短期・⻑期の変化を含め当該事業や活動の
結果として⽣じた社会的、環境的な成果のこと*

⻑期的な結果のみではなく、短期でも変化は⽣じる１

⼤規模な取り組みによるものだけでなく、⼩規模のものや⼀⼈の⼼理的変化なども含む２

数値化（定量化）されたものだけでなく、定性情報でも表すことができる３

ポジティブな変化だけでなく、ネガティブな変化も含む４

＊出典：「社会的インパクトマネジメント・ガイドライン」

⾔葉の定義
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外部不経済＊を無視した短期的利益の確保が許されない状況に

経済価値

環境価値 社会価値
環境価値 社会価値

第⼀世代（1980年代頃まで） 第⼆世代（1990〜2010年代頃まで） 第三世代（現代社会）

経済価値

環境価値 社会価値

経済価値

環境価値

社会価値

経済が利益を⽣みだし、利益を環境や
社会に還元する「CSR」活動の考え⽅

⼀部だけ経済と環境・社会が重なると認識。
コストをかけてでも対応すべきという考え⽅。

経済活動は環境・社会を前提にし、環境や
社会価値が損なわれると経済価値も損なわ
れるという考え⽅

背景にある認識＝「経済活動の環境・社会への負荷が⾃然の⾃浄作業で修復できている」 「⾃浄作⽤の範囲をはるかに超えている」

＊外部不経済：環境や社会に悪影響を与えるがその会社のコストには反映されない経済活動

「環境」や「社会」が傷つけば、経済活動⾃⾝が成り⽴たないため、事業活動全体を環境・社会を両⽴させる必要がある。
＊参考：「SXの時代究極の⽣き残り戦略としてのサステナビリティ経営（⽇経BP）」を元に作成

変化する意識
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2016 内閣府「社会的インパクト評価に関する調査研究」
2017 内閣府「社会的インパクト評価の普及促進に係る調査」
2018 内閣府「I社会的インパクト評価ツールに関する先⾏事例調査」

2019 休眠預⾦等活⽤法の施⾏。活⽤時に重視される「社会インパクト評価」

2020 ⼀般財団法⼈社会的インパクト・マネジメント・イニシアチブ設⽴
事業者・資⾦提供者・⾏政・中間⽀援組織・シンクタンク・評価者・研究
者が160団体以上連携。⽇本全体で「社会的インパクト・マネジメント」
を普及させるマルチセクター・イニシアチブ。

インパクトを重視する投資やその評価を必要とする市場の拡⼤
⾏政における検討や法整備に関する動きの加速

国内の潮流

世界の潮流とともに急成⻑する「国内インパクト投資市場」

2017 2021

5126億円

1兆3204億円

3179億円3440億円718億円

20192018 2020 2022

5兆8480億円

11兆5414億円

2023

GSG国内諮問委員会「⽇本におけるインパクト投資の現状と課題（2023年度版）」
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休眠預⾦は毎年700億円発⽣。改正休眠預⾦活⽤法で出資解禁

国内の潮流

①休眠預⾦をファンドなどに出資し、社会課題の解決をめざす新興企業へ出資できるようにする

②休眠預⾦を財源に、⼈材⾯や情報⾯でNPOなどを⽀援する「活動⽀援団体」を創設

③法律の⽬的に⺠間の公益活動（ソーシャルセクター）の担い⼿の育成を明記

④⽇本語教育など国内の外国⼈⽀援などに活⽤可能であることを明確化

改正休眠預⾦活⽤法の

主なポイント
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「⾦融庁・経済産業省」が牽引。インパクトコンソーシアム

国内の潮流

「データ・指標分科会」・「市場調査・形成分科会」・「地域・実践分科会」・「官⺠連携促進分科会」の４つの分科会での議論が現在進⾏中
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「インパクトスタートアップ」や関連イベントが拡⼤

国内の潮流

2023年3⽉「インパクトスタートアップ協会」設⽴
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インパクトの描き⽅

社会的インパクトを描く前におさえておきたいこと
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「社会的インパクト・マネジメント」という考え⽅

１設計

２測定３改善

４活⽤
因果関係を考慮し、めざす成果と打ち⼿の仮説を設計

成果指標、測定⼿法、測定タイミングなどを策定して実⾏得られたデータをもとに価値判断を加え、取り組みを改善

組織の内・外に対して得られた知⾒を報告・共有し活かす

費⽤対便益評価

「社会的インパクト・マネジメント」とは、事業や取り組みがもたらす変化や価値に関する情報を各種の意思決定や改善
に継続的に活⽤することにより社会的インパクトの向上を⽬指す体系的な活動のこと。

ー ⼀般財団法⼈社会的インパクト・マネジメント・イニシアティブ（SIMI）「社会的インパクトマネジメント・ガイドライン」より

インパクトマネジメントに必要な５つのステップと評価の実施（SIMIの考え型をベースに＆PUBLICにて作成）

考え⽅

ロジックモデル セオリーオブチェンジ

アンケート インタビュー ⾏動観察総合的評価 あつらえた評価 参加型評価

START
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社会的インパクトの設計図「ロジックモデル」

投⼊資源
（リソース）

事業活動
（アクティビティー）

直接的結果
（アウトプット）

初期成果
（直接アウトカム）

中期成果
（中間アウトカム）

⻑期成果
（⻑期アウトカム）

外部要因の影響

⾃分たちでコントロールできる「⾏為」 結果として⽣まれるコントロールできない「状態」

⼩ 中 ⼤

主なフレームワーク
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イメージ

耕作放棄地で⽶作りを⾏う「ロジックモデル」の例
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インパクトの設計

社会的インパクトの描き⽅



意図｜組織として変化をうみだす対象＝受益者と、そのあるべき状態を⾔語化する

私たち（組織として）がつくりたい幸せな
光景は、誰が／何が・どうなっているのか

誰が／何が
どうなっている

19

パターンA
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つながりに注⽬しながら「初期・中期・⻑期」に分ける

似た内容の書かれた付箋は、互いの近くに貼る。この段階での「新規追加」もOK

初期成果 中期成果 ⻑期成果

パターンA
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「初期成果」に焦点をあて、打ち⼿を考える

意図｜初期成果は活動の結果が反映されやすいため、その変化の創出に集中する

初期成果 中期成果 ⻑期成果

パターンA
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初期アウトカム 中期アウトカム ⻑期アウトカムアクティビティ/アウトプット

全体を俯瞰。つながりを意識する

意図｜リソースは有限なため、重要なものに注⼒

パターンA
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インパクトの測り⽅

「インパクト」の測り⽅



24

汎⽤指標

外部評価のための指標
みんなが納得しやすいもの

独⾃指標

内部評価のための指標
⾃分たちのこだわりのもの

指標の種類

指標は「活⽤⽬的」にあわせて設定することが必要

OR・&
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定量

状況を⽐較する
⽐べることで伝わる

定性

状況を描写する
物語等で伝わる

OR・&

指標の性格

定量と定性は表現できる情報や伝わり⽅が変わる



26

指標設計はデータの現実的な収集⽅法にも影響される

測定の⽅法

業務データ・アンケート調査・⾏動観察
・インタビュー・動画記録 など
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●IRIS+

GIIN(グローバル・インパクト投資ネットワーク)が開発した IRIS(アイリ ス)を応⽤したマネジメント・ツール。2008 年から開
発・運⽤。その⽬的は、事業者と投資家との共通⾔語の確⽴、透明性・信頼性・⽐較可能性の向上。最新版の IRIS 5.0 では
594 個の指標が⽤意され、指標カタログと呼ばれている。IRIS+は、この IRIS を発展させたもの。

指標DB
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指標DB

●地域幸福度（Well-Being）指標
客観指標と主観指標のデータをバランスよく活⽤し、市⺠の「暮らしやすさ」と「幸福感（Well-being）」を指標で数値化・
可視化した指標。市⺠⼀⼈ひとりが、デジタル化・スマート化は⾃分にとってどういう意味があるかを理解するためにも、デ
ジタル化・スマート化に伴う⼼豊かな暮らしの変化を可視化することを⽬指している。

出典：デジタル庁・⼀般社団法⼈スマートシティ・インスティテュート「地域幸福度利活⽤ガイドブック」
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指標DB

●SIMI（⼀般財団法⼈ 社会的インパクト・マネジメント・イニシアチブ）アウトカム指標データベース
（⼀財）社会変⾰推進財団（SIIF）からの⽀援によって作成された指標のデータベース。⼀般財団法⼈社会的インパクト・マ
ネジメント・イニシアチブの責任のもとに管理。

出典：⼀般財団法⼈社会的インパクト・マネジメント・イニシアチブ
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ケーススタディ
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連携・共創
（コラボレーション）

社会的インパクトは「事業を前に進める⼒」を⾼める

事業の改善

リソース調達
ブランド発信

エンゲージメント
（働きがい・⽬的意識）

効果

内向き 外向き
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evaluation

ex value+
引き出す 価値

評価

インパクト評価
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活⽤事例

官⺠連携事業
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活⽤事例

⾏政施策
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今⽇のポイント

「社会的インパクト」をざっくり掴んで活⽤の⼀歩をふみだす

私たちがめざすことと
取り組みの紹介

社会的インパクトの
全体像を俯瞰して共有

インパクトの設計図
づくりの体感ワーク

10 min 45 min 60 min
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「社会的インパクト・マネジメント」という考え⽅

１設計

２測定３改善

４活⽤
因果関係を考慮し、めざす成果と打ち⼿の仮説を設計

成果指標、測定⼿法、測定タイミングなどを策定して実⾏得られたデータをもとに価値判断を加え、取り組みを改善

組織の内・外に対して得られた知⾒を報告・共有し活かす

費⽤対便益評価

「社会的インパクト・マネジメント」とは、事業や取り組みがもたらす変化や価値に関する情報を各種の意思決定や改善
に継続的に活⽤することにより社会的インパクトの向上を⽬指す体系的な活動のこと。

ー ⼀般財団法⼈社会的インパクト・マネジメント・イニシアティブ（SIMI）「社会的インパクトマネジメント・ガイドライン」より

インパクトマネジメントに必要な５つのステップと評価の実施（SIMIの考え型をベースに＆PUBLICにて作成）

体験の範囲

セオリーオブチェンジ

アンケート インタビュー ⾏動観察総合的評価 あつらえた評価 参加型評価

ロジックモデル
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体験ワークショップ

お題：宮崎県の経済活性化
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「⼭頂から⾒える景⾊」と「辿るルート」を考える

考えるヒント



ワークの意図｜⻑期成果の状態を定義する

私たちは「最終的」or「⻑期的」に、
どんな状態を実現できたら幸せか。

描き⽅（例）

〇〇の実現
〇〇の社会
〇〇の世界

39

ステップ 1

抽象度は⾼くなってもOK
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流域で育まれる「変化」と「つながり」を考える

考えるヒント



41

初期成果 中期成果

ステップ 1

⻑期成果

⾃ら挑戦する⼈と
活⼒のあふれる
経済都市の実現

ー
持続的な経済成⻑
開かれた経済都市
⾃燃型⼈材の増加
挑戦の⼟壌の拡⼤

直接的結果

・・・・

活動・取組

・・・・ ・・・・

・・・・

・・・・

・・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・・

・・・・ ・・・・

・・・・・・・・

・・・・・・・・

・・・・・・・・



ワークの意図｜組織として変化をうみだす対象＝受益者を洗い出し、あるべき状態を定義する

⻑期成果をうみだすためには、「だれが」
「どうなっている」必要があるだろうか。

だれが（なにが）

どうなっている
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ステップ 2

環境やルールなどでもOK
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似た付箋をグルーピングし「初期・中期・⻑期」に分ける

初期成果 中期成果 ⻑期成果

ステップ 3

ワークの意図｜⻑期成果に辿り着くために狙う必要不可⽋な成果を特定する
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「初期・中期・⻑期」のカードのつながりを線で表す

初期成果 中期成果 ⻑期成果

ステップ 4

ワークの意図｜成果と成果の関係性（因果または相関）を考える
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「初期成果」をうみだす事業・活動・施策のアイデアを考える

ステップ 5

ワークの意図｜初期成果をうみだす⾃分たちでコントロール可能なアクションを明確にする

初期成果活動・取組
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「活動・取組」から⽣まれる「成果のための必要な結果」を考える

ステップ 6

ワークの意図｜アクションの結果が⽴ち現れてくる社会的インパクトとは⾔えない結果を可視化する

初期成果活動・取組 直接的結果
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ステップ 7

初期アウトカム 中期アウトカム ⻑期アウトカムアクティビティ/アウトプット

つながりを意識して「ロジックモデル」を完成させる


